
政務活動費活動報告（視察） 

(1) 出席者（公政会） 

馬場和子、西川正義、安澤 勝、安居正倫、和田一繁、野村博雄、杉原祥浩、小菅雅至 

奥野嘉己、長﨑任男 

(2) 実施日：平成 28年７月 13日 

(3) 報告書作成者：長崎任男 

【１．調査の目的】 

(1) 本市における現状 

本市は、本年ようやく公共施設等管理計画を策定しましたが、他市は既に実施されている

ところも多く、彦根市の目指す JR の４駅を中心にしたコンパクトシティを進めるにあた

って、知識も少ないのが現状である。 

(2) 本市における課題 

２０２４年に開催される第７９回国民体育大会および、第２４回全国障害者スポーツ大会

は、本市が主会場となるため、公共施設の適正配置、統廃合の配置のあり方を考慮しなく

てはならないことを踏まえ、先進地事例を調査する必要がある。 

【２．調査地選定理由】 

(1) 調査項目 

公共施設再生計画の取り組みについて 

(2) 選定地 

  千葉県習志野市 

 

【３．調査結果】 

(1) 担当者：習志野市 政策経営部 資産管理室 室長  遠藤良宜 様 

         財政部 資産管理室 資産管理課 早川誠貴 様 

(2) 内容 

習志野市では、行財政改革の数値目標として、債務の削減を掲げ、平成８年から行財政改

革を推進してきたが、投資的経費を抑制することで、債務残高は減少するものの、老朽化

した公共施設の建て替えや、大規模改修、維持保全工事が先送りされる事態となった。そ

の結果、債務残高は、確実に減少しますが、公共施設の老朽化が進み、結果として隠れた

負債が増加していく状況となる。公共施設の実態を綱羅的に把握するために、建物情報、

利用情報、コスト情報まで取りまとめた「公共施設マネジメント白書」を完成させ、具体

的な対策案の検討のための第三者機関「公共施設再生計画検討専門協議会」を設置。公共

施設再生計画基本方針を決定、出口戦略としての「公共施設再生計画」策定されている。

「公共施設再生計画」は、リスク対応型の計画マネジメントを実現する計画でもある。 

(3) 考察 

今ある施設の活用を公共施設等管理計画に基づいて、厳しい財政状況、沢山の課題もある

が、議会としては、市民の意見も反映される施設整備が必要だと考えます。 

 



政務活動費活動報告（視察） 

(4) 出席者（公政会） 

馬場和子、西川正義、安澤 勝、安居正倫、和田一繁、野村博雄、杉原祥浩、小菅雅至 

奥野嘉己、長﨑任男 

(5) 実施日：平成 28年７月 14日 

(6) 報告書作成者：長崎任男 

【１．調査の目的】 

本市は、古い町並みがある一方、都市計画の中で町並みが壊れてしまっているところもあ

り、ロケ地としてどのような留意点や、ロケ誘致にどのような手立てが必要なのかを調査

する。また、戦国時代、女性でありながら井伊氏の当主となり、後に徳川四天王の一人に

数えられ彦根藩の藩祖となった井伊直政を育てた井伊直虎を主人公とした、２０１７年大

河ドラマ「おんな城主 直虎」で、本市との結びつけを考えつつ、彦根市の取組として、

盛り上げていくための調査が必要と考える。 

【２．調査地選定理由】 

(3) 調査項目   いしおかフィルムコミッション 

知名度アップ、および集客効果や、ロケ地での施設利用料や食費、ロケセット建設等撮影

隊が直接もたらす費用による経済効果について 

(4) 選定地 

茨城県石岡市 

【３．調査結果】 

(4) 担当者：石岡市 経済部 観光課 課長  廣瀬政和 様 

    石岡市 経済部 観光課 主事  田村和平 様 

(5) 内容 

石岡市では、平成２２年に経済効果や、シビックプライドの醸成を目的とした、いしおか

フィルムコミッションを設立。平成１４年に茨城県が設立した、いばらきフィルムコミッ

ションとの連携を図り、撮影実績を向上させる。いしおかフィルムコミッションでは、ロ

ケ地に関する相談・案内、各種許可申請の代行および仲介、宿泊施設・飲食店等の紹介、 

エキストラ手配の協力、地元住民への情報提供・協力依頼などの撮影支援を行い、ロケ誘

致に力を入れていた。また、人事異動による対応については、ロケ地ごとに情報をデータ

ベース化、名刺帳の引継ぎをしている。シビックプライドの醸成については、市民の方が

町に対して愛着が持てるように、市民の方へエキストラ募集をかけて楽しんでいただいた 

り、制作内容を慎重に確認して、市のイメージが崩れるようなことにならないよう一番に

考え、撮影の有無を決めていた。 

(6) 考察 

現在エキストラ募集では、滋賀ロケーションオフィスからとなっているので、今後は市民

に優先的募集をかけていくことになど、シビックプライドを醸成することが大事だとわか

った。また、ロケ地と観光の位置付けを考えていき、直接的経済効果と間接的経済効果を

上げる仕組みについて、議会と市で連携をして計画の策定に当たるべきだと考えました。 

 


